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 氏 （８８）  《俳人、日本伝統俳句協会 会長》
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氏 （７２）  《東京大学名誉教授》

大 日 向
お お ひ な た

 雅 美
ま さ み

 氏 （６８）  《恵泉女学園大学 学長》

尾 高
お た か

 忠 明
ただあき

 氏 （７１）  《NHK交響楽団 正指揮者》

NHKの俳句番組「俳句王国」の主宰、「NHK俳壇」「NHK俳句」の選

者など、約 30 年にわたり俳句関連番組に出演し、その中心的存在とし

て番組を支えていただきました。1999年度に第 1回が開催された NHK

全国俳句大会では、これまでの 20 回すべてで選者を務めています。放

送を通じて俳句文化のすそ野を広げ俳句ブームの礎を築くなど、放送文

化の発展に貢献しています。 

子育て支援の重要性を訴え、その理念を広めてきた草分けの一人。1987

年の「おかあさんの勉強室」以降、現在の「すくすく子育て」まで、30

年以上にわたり NHKの育児番組や「クローズアップ現代」など報道番

組へ多数出演。根底にある社会問題に鋭く切り込みながら、育児に悩む

母親たちに寄り添う姿は多くの視聴者の共感を集め、公共放送の声価を

高めています。 

高齢者や障害者の「見る、聞く、話す」を支援する福祉工学の第一人者

として、放送技術への応用研究や開発を先導しています。その豊富な知

見をもとに制作された緊急地震速報チャイムは、聴き取りやすくかつ緊

急性が伝わる音として、国民の間に広く認知されるなど、「人にやさし

い放送」の発展を技術面で支え、放送文化の発展に貢献しています。 

日本を代表する国際的指揮者として内外の一流オーケストラを指揮す

るとともに、40年以上にわたり本格的クラシック音楽番組から音楽バラ

エティーまで幅広い番組に出演し、音楽の奥深さや楽しさを親しみやす

く柔らかな語り口で伝えています。また NHK交響楽団の正指揮者とし

て多くの名演奏を残し、放送を通じて視聴者に深い感銘を与え、放送文

化の発展に貢献しています。
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 氏 （６８）  《作家、明治学院大学 教授》 
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 氏 （８９）  《狂言師（和泉流）、日本芸能実演家団体協議会 会長》 
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大河ドラマへの出演は 1970 年の「樅の木は残った」から、「国盗り物語」

や「龍馬伝」「真田丸」まで 10本を数えるほか、連続テレビ小説「ごち

そうさん」「あさが来た」など、数多くのテレビドラマに出演。野心に

あふれる戦国武将から妻に頭が上がらない気弱な夫まで、幅広い役柄を

確かな演技力で演じて視聴者を魅了。日本のテレビドラマを半世紀にわ

たり支えています。 

 

1980 年代半ば「YOU」や「スタジオ L」に出演して以来、「日曜美術館」

「クローズアップ現代」など文化・教養系番組に数多く出演。また、2012

年からはラジオ「すっぴん！」金曜日のパーソナリティーを務めていま

す。文学や美術からメディア論、戦争と平和、時代といった広範なテー

マについて、柔らかくしなやかに語り得る貴重な存在として、放送文化

の発展に貢献しています。 

戦後の混乱期から現在に至るまで、狂言方の第一人者として正統な狂言

の芸を現代に伝えています。半世紀以上にわたり古典芸能番組に数多く

出演し、風格と気品あふれる芸風で伝統芸能の魅力を広く発信している

ほか、近年は日本芸能実演家団体協議会会長として、放送と伝統芸能の

世界をつなぐ役割を果たしており、放送文化の発展に貢献しています。 

薩摩藩の歴史研究の第一人者として、大河ドラマ「翔ぶが如く」「琉球

の風」「篤姫」「西郷どん」の 4作品、連続テレビ小説「あさが来た」で

時代考証を担当したほか、1984 年の「歴史への招待」以降、数多くの

歴史番組に出演。また NHK鹿児島局制作の地域番組への出演を通じ、

約 40 年にわたり地域の文化・魅力を発信し続けており、幅広く放送文

化の発展に貢献しています。 

 

 

阪神・淡路大震災以降、20年以上にわたり防災学の専門家として NHK

スペシャルなど特集番組や「クローズアップ現代」等、数々の震災関連

番組に出演、取材協力していただきました。また、災害報道や番組制作

にあたる職員に対し防災・減災に関する講義・指導を行うなど、「命と

暮らしを守る報道」に対する貢献は大きく、公共放送の意義を高めてい

ます。 

以 上 


